
JP 2008-186566 A 2008.8.14

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】光ディスクへのラベル画形成効率の向上。
【解決手段】光ディスクのラベル面には、複数のウォブ
ルグルーブが折り返され直列に接続されて、螺旋状トラ
ックが形成される。レーザスポット２８が、ウォブルグ
ルーブの隣接接続部分Ｃ８を通過する際、ウォブル信号
内に第１位相反転パルスが、特定角度Ｃ１～Ｃ８を通過
する際、第２位相反転パルスが検出される。トラック上
でのピックアップの位置登録は、第１及び第２位相反転
パルスとウォブルグループに沿う記録ユニット２４のカ
ウントで行われる。複数の記録ユニット２４は、ピック
アップの位置登録に従い、書き込みレーザスポット２８
で加熱され、変色してラベル面に画像を形成する。ピッ
クアップが１本の螺旋状トラック内を連続移動してラベ
ル画像を形成するため、画像の形成効率が高い。
【選択図】図２Ｂ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
データ格納用に構成されるデータ面および画像収納用に構成されて直列に接続されるラベ
ル面が含まれて螺旋状トラックが形成される複数のウォブルグルーブ折り返しを有する光
ディスク
【請求項２】
ラベル面により半径方向が定められると同時にウォブルグルーブの折り返しが半径方向一
定周期のウォブル部から形成される請求項１の光ディスク
【請求項３】
ラベル面によりさらに円周方向が定められると同時にウォブル部が円周方向にほぼ延びる
請求項２の光ディスク
【請求項４】
ウォブルグルーブ部の2ヶ所の隣接する折り返し接続部分のウォブル部により少なくとも1
ヶ所の第1位相反転が示される請求項３の光ディスク
【請求項５】
ラベル面によりさらにラベル面中心に関する複数の特定角度が定められると同時に該特定
角度のウォブル部により少なくとも１ヶ所の第2位相反転が示される請求項４の光ディス
ク
【請求項６】
ラベル面にウォブルグルーブの折り返しに沿って形成される複数の記録ユニットが含まれ
、各記録ユニットの長さが一定周期に一致する請求項５の光ディスク
【請求項７】
（a）光ディスクの回転中に、反射光が得られるよう光ピックアップから放出されるレー
ザース
ポットがウォブルグルーブの折り返しの方向に向けられる
(b)反射光がウォブル信号に変換される
(c)ウォブル信号がモニターされる
(d)要求信号に基づき、光ピックアップユニットがウォブル信号により１ヶ所のウォブル
グルーブの折り返し部に登録される、
の上記各段階が含まれて、螺旋状トラックが形成されるよう直列に接続されるウォブルグ
ルーブの複数折り返しを有する光ディスクのラベル面の光ピックアップユニット登録方法
【請求項８】
ラベル面により半径方向が定められると同時にウォブルグルーブの折り返しが半径方向の
一定周期のウォブル部から形成される請求項７の方法
【請求項９】
ラベル面によりさらに円周方向が定められると同時にウォブル部がほぼ円周方向に延びる
請求項８の方法
【請求項１０】
ウォブルグルーブの2ヶ所の隣接する折り返し接続部分のウォブル部により少なくとも1ヶ
所の第1位相反転が示され、（b）段階に、複数の第1位相反転パルスがウォブル信号内で
検出されると同時に、各第1位相反転パルスがいずれかの第1位相反転に一致する請求項９
の方法
【請求項１１】
（d）段階で、要求信号に基づくと同時にウォブル信号の第1位相反転パルスに応じて光ピ
ックアップユニットがウォブルグルーブの1ヶ所の折り返しに登録される請求項１０の方
法
【請求項１２】
ラベル面によりさらにラベル面中心に関する複数の特定角度が定められ、該特定角度のウ
ォブル部により少なくとも1ヶ所の第2位相反転が示され、（b）段階で、複数の第2位相反
転パルスがウォブル信号内に検知されるとともに、各第2位相反転パルスがいずれかの第2
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位相反転に一致する請求項１１の方法
【請求項１３】
（d）段階で、要求信号に基づくと同時にウォブル信号の第1および第2位相反転パルスに
応じて光ピックアップユニットが特定角度の1つに登録される請求項１２の方法
【請求項１４】
ラベル面にウォブルグルーブに沿って形成される複数の記録ユニットが含まれると同時に
、各記録ユニットが一定周期に一致する請求項１３の方法
【請求項１５】
（d）段階で、要求信号に基づくと同時に、第1位相反転パルス、第2位相反転パルスおよ
びウォブル信号の複数の周期により光ピックアップユニットが記録ユニットの1つに登録
される請求項１４の方法
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は光ディスクおよび該光ディスクのラベル面上の登録方法に関する。さらに、なか
でも特に該ラベル面には直列に接続される複数のウォブルグルーブ折り返しがあって螺旋
状トラックが形成される。さらには、提供されるウォブルグルーブ折り返しが登録参照部
となる。
【背景技術】
【０００２】
記録可能な光ディスクおよび書き替え可能な光ディスクはデータ格納に広く採用されてき
た。しかしながら、目視でディスク上の情報を知るのは容易ではない。従って、ディスク
上に格納情報が表示されることは魅力的な特色となる。
【０００３】
消費者はデータ、すなわち、光ディスクに記録されたテキスト、画像等が認識されるもっ
と便利な方法を常に望んでいるため、光ディスクのラベル面（すなわち、非データ面ある
いは上面）にラベリング可能な方法が絶えず開発されてきた。光ディスクのラベリング可
能な基本的な方法にはパーマネントラベルメーカー（例えば、シャーピーメーカー）によ
る光ディスクラベル面での書き込みや光ディスクラベル面への印刷紙ステッカーラベルの
貼付けが含まれる。光ディスクドライバーで実施されるその他のラベリング方法にはイン
クジェット、ワックス熱転写、染料熱転写等による印刷が含まれる。さらに、レーザーは
ディスクのラベリング用光ディスクドライバー内で利用可能である。前述のラベリング方
法はCD-R, CD+R, CD-RW, DVD-R, DVD+R, DVD-RWやその他のタイプの光ディスクに適用可
能である。
【０００４】
光ディスクのラベル面への画像書き込み方法は複数公開されている。しかしながら、1本
のトラックがつくられるかあるいは登録が助けられるその他のタイプのマーキングとは光
ディスクのラベル面に画像がラベリングされる問題である。鋸歯、三角溝あるいはその他
の光ディスクラベル面に事前に印刷される参照マークが米国特許申請No. 10/347074に公
開されてきた。
【０００５】
図１を参照されたい。図１は先行技術で公開されている光ディスク１のラベル面１０が模
式的に図示されたものである。光ディスク１のラベル面１０には複数の参照マーク１００
がある。図１に示される通り、参照マーク１００は光ディスク１のラベル面１００に事前
印刷される。図１を参照すると、光ディスク１上の画像ラベリング方法には次の段階が含
まれる。まず、最初に、光ピックアップユニット（図示されず）から放出されるレーザー
スポット１８が、参照マーク１００により光ディスク１のラベル面１０の任意の半径方向
絶対位置Ｒ０に登録される。理論的には、前述のこの段階はゼロ点への戻りならびに中心
ずれのキャリブレーション段階として見なし得る。その後、レーザースポット１８が半径
方向外側に第1半径方法位置Ｒ１まで移動する。これによって、第1トラックの画像が光デ



(4) JP 2008-186566 A 2008.8.14

10

20

30

40

50

ィスク１上に書き込まれる。その後、引き続き前述の段階が繰り返される。言換えると、
レーザースポット１８は半径方向に沿って外側に移動すると同時に、トラックの各画像は
全画像が完成するまで光ディスク１に順番に書き込まれる。
【０００６】
しかしながら、先行技術の登録方法によると、光ピックユニットはラベル面１０にある同
心円経路の各トラックの画像を順番に書き込む。光ピックユニットが1本のトラックの画
像を書き込んだ後、レーザースポットの位置は次のトラックに改めて登録されなくてはな
らない。従って、先行技術のラベリング方法についてはラベル面に画像が書き込まれるの
に数十分から半時間かかる。従って、時間がかかるのが先行技術の主たる欠点である。
【特許文献１】米国特許申請No. 10/347074
【発明の概要】
【０００７】
本発明の範囲は自身のラベル面にあるウォブルグルーブの複数折り返し付き光ディスクの
提供にある。なかでも特に、ウォブルグルーブ折り返しにより直列に接続されて螺旋状ト
ラックが形成されると同時に登録参照内容が提供される。
【０００８】
本発明の好ましい実施例によると、光ディスクにはデータ面およびラベル面が含まれる。
データ面はデータの格納用に構成されるとともに、ラベル面は画像の収納用に構成される
。ラベル面には直列に接続されて螺旋状トラックが形成されるウォブルグルーブの複数の
折り返しがある。ラベル面により半径方向および円周方向が定められる。ウォブルグルー
ブの折り返しは半径方向の一定周期のウォブルから形成されると同時に、ウォブルはほぼ
円周方向に延びる。
【０００９】
本発明の好ましい実施例による登録方法には以下の段階が含まれる。まず、最初に、光デ
ィスクが回転する時に、レーザースポットはウォブルグルーブの折り返しまで誘導されて
、反射光を受ける。次に、反射光がウォブル信号に変換される。それからウォブル信号が
モニターされる。最後に、要求信号に基づき、光ピックアップユニットがウォブルグルー
ブの折り返しの1つに登録される。
【００１０】
本発明の利点と精神は以下の付録図面が一緒に使われる説明の列挙によって理解されよう
。
【００１１】
本発明は自身のラベル面（あるいは非データ面）のウォブルグルーブの複数折り返し付き
の光ディスクが提供されるものである。なかでも特に、ウォブルグルーブ折り返しが直列
で接続されて螺旋状トラックが形成される。ラベル面にはウォブルグルーブ折り返しに沿
って形成される複数の記録ユニットが含まれる。本発明はまたウォブルグルーブの折り返
しによる光データ記録用具の光ピックアップユニットの登録方法も提供する。公開される
好ましい実施例は次のようなものである。
【００１２】
図２Ａを参照されたい。図２Ａは本発明の好ましい実施例による光ディスク２の面の図が
示される概略模式図である。光ディスク２にはデータ面２５およびラベル面２０が含まれ
る。データ面２５はデータの格納用に構成されると同時にラベル面２０はテキスト、画像
あるいはその他のラベルパターンの収納用に構成される。
【００１３】
図２Ｂを参照されたい。図２Ｂは図２Ａに示される光ディスク２のラベル面２０が図示さ
れる概略模式図である。ラベル面２０には直列に接続されると同時に螺旋状トラックが形
成されるウォブルグルーブ２１のN次折り返しがある。但し、Nは１より大きい整数である
。ラベル面２０により半径方向ならびに円周方向が定められる。ウォブルグルーブのN次
折り返しは半径方向の一定周期のウォブルから形成されると同時に、該ウォブルは円周方
向にほぼ延びる。さらに、ラベル面２０にはウォブルグルーブ２１のN次折り返しに沿っ
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て形成される複数の記録ユニット２４が含まれる。
【００１４】
図３Ａを参照されたい。図３Ａはウォブルグルーブ２１の半径方向位置曲線が図示される
概略模式図である。ウォブルグルーブ２１には一定周期および半径方向（r）に向いたウ
ォブルがある。半径方向位置曲線によりウォブルグルーブ２１の半径方向位置（r）が円
周方向位置（θ）に応じて変動することが示される。この実施例では、図２Ｂに示される
記録ユニット２４の各長さはウォブルグルーブ２１の一定周期Ｔに一致する。別の実施例
では、記録ユニット２４の長さはまた複数あるいは1断片の一定周期にも一致する。
【００１５】
図３Ｂを参照されたい。図３Ｂは（i-1）番目から（i+2）番目までのウォブルグルーブ２
１の折り返しが図示される概略模式図であって、iは１から（N-2）まで変動する整数索引
番号である。図３Ｂに示される通り、ウォブルグルーブ２１の各折り返しはそれぞれ複数
の記録ユニット２４に分割される。割り当てられた記録ユニット（例えば、図３Ｂに示さ
れる線影部の記録ユニット）の色が変化して光ディスクのラベル面の画像が形成される。
【００１６】
記録ユニット２４の色の変化方法のひとつは上に染料層のある記録ユニット２４の加熱で
ある。書き込みレーザーから放出されるレーザースポットにより記録ユニットが加熱され
る時に、記録層の染料層は化学的な変化が生まれるとともに、これによって染料層の独自
の色が変化する。
【００１７】
図２Ｂを参照すると、光ピックアップユニット（図示されず）は自身が発生するレーザー
スポット２８によってラベル面２０の内側折り返しから外側の折り返しまであるいは外側
折り返しから内側折り返しまでウォブルグルーブ２１のN次折り返しに沿って移動する。
これによってラベル面２０の画像が形成可能である。図４Ａは図２Ｂに示される区域Ａが
拡大図示される概略模式図である。図４Ｂは図４Ａに示されるＢ－Ｂ横断面である。図４
Ａに示されるように、レーザースポット２８はウォブルグルーブ２１の任意の折り返しに
沿って移動する。図４Ｂに示されるように、ウォブルグルーブ２１はラベル面２０に形成
される深さＨのグルーブである。ある実施例では、この深さＨは数マイクロメーターから
数十マイクロメーターまでの変動範囲が好ましい。さらに、レーザースポット２８がウォ
ブルグルーブ２１のN次折り返しに沿って移動する時に、光ピックアップユニットはレー
ザースポット２８の反射光を受けると同時にこの反射光をウォブルグルーブに変換可能で
ある。レーザースポット２８が通過する記録ユニット２４の総数はウォブル信号の読み取
りによって計数可能である。
【００１８】
レーザースポット２８の適切な半径方向位置（r）（すなわち、割当てウォブルグルーブ
２１折り返し）ならびに適切な円周方向位置（θ）への登録によってラベル画像が適切に
書き込み可能である。従って、本発明によると、2ヶ所の隣接するウォブルグルーブ折り
返しの接続部分に少なくとも1ヶ所の第1位相反転部が存在する。複数の第1位相反転パル
スがウォブル信号内で検知されて、この場合、各位相反転パルスは複数の位相反転のいず
れかに一致する。従って、レーザースポット２８はウォブルグルーブ２１の任意に割当て
られる折り返しに適切に登録可能である。
【００１９】
図５Ａを参照されたい。図５Ａはi番目と（i+1）番目のウォブルグルーブ２１の折り返し
の半径方向位置曲線が図示される概要模式図である。この実施例では、i番目のウォブル
グルーブ２１の折り返しが（i+1）番目のウォブルグルーブ２１折り返しに隣接する地点
に３ヶ所の第1位相反転部２２がある。位相を検知する装置がウォブル信号をモニターし
ている時には、ウォブル信号の信号を検知する位相反転が該位相検知装置によって同時に
起こり得る。レーザースポット２８が隣接部分に移動する時には、３ヶ所の第1位相反転
２２に対応する３つの第1位相反転パルス２２０が図５Ａに示されるようにウォブル信号
内に同時に検知される。
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【００２０】
図２Ｂを参照すると、ラベル面２０によりラベル面２０の中央に関する複数の特定角度(C
1, C2, C3, C4, C5, C6, C7, およびC8)が定められる。上述のように、レーザースポット
２８は本発明によるラベル面２０の特定角度上に登録可能である。図５Ｂを参照されたい
。図５Ｂはi番目のウォブルグルーブ２１折り返しの別の半径方向位置曲線が図示される
概略模式図である。図５Ｂに示されるように特定角度Ｃ３におけるウォブルには1ヶ所の
第2位相反転２３部がある。レーザースポット２８が位相反転部２３に移動する時に、第2
位相反転２３に該当する第2位相反転パルス２３０がウォブル信号内で同時に検知される
。実際の利用では、レーザースポットはもっと正確に登録されるよう、ウォブルグルーブ
２１の外側折り返しによりウォブルグルーブ２１の内側折り返しより大きな特別な角度が
定められ得る。
【００２１】
ウォブルグルーブ２１のN次折り返し内の第1位相反転２２ならびに第2位相反転２３の利
用によって、光ピックアップユニットがラベル面の特定半径方向位置ならびに特定円周方
向位置に登録可能となる。さらに、ウォブルグルーブ２１のウォブル周期の計数により、
光ピックアップユニットがラベル面の記録ユニット２４の1つに登録可能であると同時に
、これによってラベル画像の正確な形成が可能となる。
【００２２】
改めて図３Ｂを参照すると、2ヶ所のウォブルグルーブ２１間の距離がrであると同時に、
ウォブルグルーブ２１のi番目と(i+1)番目の折り返し間の長さの差が２πrである点が注
目される。ウォブルグルーブ２１間の距離（r）について、ウォブルグルーブ２１の(i+1)
番目の折り返しはウォブルグルーブ２１のi番目の折り返しよりもM個のウォブル周期だけ
長い。言換えると、ウォブルグルーブ２１のi番目の折り返しにL個の記録ユニットある場
合には (i+1)番目のウォブルグルーブ２１の折り返しには(L+M)記録ユニットがあること
になる。
【００２３】
図６を参照されたい。図６は本発明の好ましい実施例による記録方法３のフローチャート
図である。登録方法３には次の段階が含まれる。
【００２４】
すなわち、第1に、光ディスク２が回転する時に、段階Ｓ３１が実施されてレーザースポ
ット２８が光ピックアップユニットからウォブルグルーブ２１のN次繰り返し部に放出さ
れて反射光が得られる。
【００２５】
その後、Ｓ３２段階が実施されて、該反射光がウォブル信号に変換される。
【００２６】
その後Ｓ３３段階が実施されて、ウォブル信号がモニターされる。該ウォブル信号には複
数の第1位相反転パルス２２０、複数の第2位相反転パルス２３０ならびに複数のウォブル
周期が含まれる。各第1位相反転パルス２２０は第1位相反転２２の1つに一致し、各第2位
相反転パルス２３０は第2位相反転２３の1つに一致すると同時に各ウォブル周期は記録ユ
ニット２４の1つに一致する。
【００２７】
最後に、要求信号に基づき、Ｓ３４段階が実施されてモニター第1位相反転パルス２２０
、第2位相反転パルス２３０、およびウォブル信号のウォブル周期に応じて光ピックアッ
プユニットが記録ユニット24の1つ上に登録される。それから要求信号がユーザーによっ
て割当てられるラベル画像により生ずると同時に、光ピックアップユニットの割当て記録
ユニットまでの駆動のために利用される。
【００２８】
先行技術では、光ピックアップユニットは同軸円経路の方に移動されてラベル画像が形成
されているので半径方向登録により多くの時間を要した。本発明によれば、光ピックアッ
プユニットが螺旋状トラック内を移動してラベル画像が形成される。先行技術に比べて、
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光ディスク上のラベル画像の形成効率がアップし得る。
【００２９】
上述の例と説明については、本発明の特色と精神が十分に説明されたものであり期待に満
ちたものであろう。熟練技術者には多くの装置に関する変更と修正が本発明の教示内容が
保持されたままでも行われる得ることが容易に見て取られよう。従って、上記の公開内容
は付録の請求内容の境界と拘束によってのみ制約されるものと解釈されなくてはならない
。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】先行技術で公開される光ディスクのラベル面が図示された概略模式図
【図２Ａ】本発明の好ましい実施例による光ディスク面の図が図示される概略模式図
【図２Ｂ】図２Ａに示される光ディスクのラベル面が図示される概略模式図
【図３Ａ】ウォブルグルーブの半径方向位置曲線が図示される概略模式図
【図３Ｂ】iが１から（N-2）まで変動する整数索引番号である場合の（i-1）から（i+2）
番目の折り返しまでのウォブルグルーブが図示される概略模式図
【図４Ａ】図２Ｂに示されるＡ区域が拡大図示される概略模式図
【図４Ｂ】図４Ａに示されるＢ－Ｂ横断面
【図５Ａ】（i）番目および（i+1）番目ウォブルグルーブ折り返しの半径方向位置曲線が
図示される概略模式図
【図５Ｂ】（i）番目のウォブルグルーブ折り返しのもう1つ別の半径方向位置曲線が図示
される概略模式図
【図６】本発明の好ましい実施例による登録方法のフローチャート図
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